
（第６回）資料２

５．７２回 ６．１７回 ６．４２回

② 講座等の受講者数 １２，５２３人 ９，３９９人 ３，２３６人 ５，４４２人 １３，４００人 １３，９００人

①
市民一人あたりの学習
センター来館数

４．７４回 ８．６４回 ２．２８回

中間目標値
（Ｒ３）

最終目標値
（Ｒ５）

①
市内図書館の年間来館
者数

３，０５３，７５１人 ４，００２，３６１人

■めざす成果７－１－２

令和３年度　施策の進行管理に対する意見（令和２年度分）

成果を計る主な指標

前期基本計画期間（Ｒ１～Ｒ５年度）

計画当初値

■めざす成果７－１－１

４,０９４,７００人 ４,１７７,０００人

②
市民１人あたりの年間
図書貸出冊数

５．３９冊 ５．５１冊 ４．３８冊 ５．８４冊 ５．６８冊

７－１ 読書と学びにいつでも親しめる環境を充実する

１，９２２，６４０人 ３，０１０，１９３人

③
図書館や保育所などでのおはな
し会の延べ参加者数

３，１０３人 ３，５６８人 １，４７０人 ２，３９２人 ３，３１０人 ３，４２０人

５．８５冊

実績値
（Ｒ１）

実績値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ３）

令和４年度　施策評価（二次）結果（令和元年度～３年度分）

令和４年度 施策評価（二次評価） 令和２年度　施策の進行管理に対する意見（令和元年度分）

個別目標を達成するための施策展開（ロジックツリー）

７－２ 薫り高い文化芸術を創造・継承する

健康領域 社会の健康

基本目標 ７ 豊かな心と感動が広がるまち

７－３ 地域のスポーツ活動を推進する

個別目標

７－１－２
学びに関わる人が増えてい
る

７－１－２－１
市民の主体的な学びや学び合いを
活発にする

個別目標 めざす成果 施策の展開

７－１
読書と学びにいつでも親しめ
る環境を充実する

７－１－１ 読書をする人が増えている ７－１－１－１
市民の本との出会いや読書活動を
活発にする
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（第６回）資料２

令和４年度 施策評価（二次評価）

健康領域 社会の健康

基本目標 ８ 市民の活力があふれるまち

２９．７％

個別目標を達成するための施策展開（ロジックツリー）

８－２ まちのにぎわいと地域経済の振興を図る

８－３ 地域活動・市民活動を活発にする

個別目標

８－１ 互いに認め合う社会をつくる

６３．５％

■めざす成果８－１－２

①

成果を計る主な指標

前期基本計画期間（Ｒ１～Ｒ５年度）

計画当初値

■めざす成果８－１－１

７４．０％ ７６．０％

実績値
（Ｒ１）

実績値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ３）

中間目標値
（Ｒ３）

最終目標値
（Ｒ５）

①
地域に差別意識はない
と思う市民の割合

６６．９％

２６．０％ ２８．０％

２７．５％ ２９．５％

男女が平等であると感
じる市民の割合

２１．９％

２６．４％
多文化共生・国際交流が行われ
ていると思う市民の割合

２２．３％

■めざす成果８－１－３

①

②
外国人を支援するボラ
ンティア登録者数

３１４人 ４７６人 ５１７人 ４２５人 ３５０人 ３８０人

３２．２％ ３１．６％ ３１．７％ ３３．０％ ３５．０％②
審議会、委員会などに
おける女性委員の割合

令和２年度　施策の進行管理に対する意見（令和元年度分）

めざす成果８－１－１「あらゆる差別がなくすべての人が互いの人権を尊重し合っている」
■「地域に差別意識はないと思う市民の割合」、「男女が平等であると感じる市民の合」といった市民意識につい
ての項目を見ると決して値が高いとは言えず、意識を向上させるためのより地道な啓蒙活動が必要であると考え
る。

めざす成果８－１－２「男女共同参画が実感できている」
■【再掲】「地域に差別意識はないと思う市民の割合」、「男女が平等であると感じる市民の合」といった市民意
識についての項目を見ると決して値が高いとは言えず、意識を向上させるためのより地道な啓蒙活動が必要である
と考える。

令和３年度　施策の進行管理に対する意見（令和２年度分）

令和４年度　施策評価（二次）結果（令和元年度～３年度分）

８－１－３－２ 海外都市との相互理解を深める

８－１－１－２ 人権問題の解決を図る

個別目標 めざす成果 施策の展開

８－１ 互いに認め合う社会をつくる ８－１－１－１
人権尊重の重要性について市民の
理解を深める８－１－１

あらゆる差別がなくすべての
人が互いの人権を尊重し
合っている

８－１－３－１
多様な文化を認め合い誰もが住みよ
い環境をつくる

８－１－１－３ 市民の平和意識の高揚を図る

８－１－２
男女共同参画が実感できて
いる

８－１－２－１
男女共同参画の意識の浸透・向上を
図る

８－１－３
地域の中で多文化共生が行
われている

2



（第６回）資料２

めざす成果８－３－１「地域の活動が活発に行われ、絆が深まっている」

めざす成果８－３－１「地域の活動が活発に行われ、絆が深まっている」
■「地域活動に参加している市民等の割合」と「自治会への加入世帯割合」の指標値を見ても明らかなように、自
治会に加入していても実際の活動に参加している人の割合はかなり少ないように思われる。（特にマンション住
人）今後実施する市民意識調査結果を注視する必要がある。

めざす成果８－３－２「公共を担う市民や事業者が増えている」
■「ベテルギウス（本館）年間来館者数」に関して、ベテルギウスの発信力が弱いと感じる。

令和４年度　施策評価（二次）結果（令和元年度～３年度分）

令和３年度　施策の進行管理に対する意見（令和２年度分）

■めざす成果８－３－２

①
市民活動センター利用
登録団体数

１３９団体 １６９団体 ２００団体 １５６団体 ２３０団体 ２５０団体

■めざす成果８－３－１

６１．５％ ６８．１％ ６９．１％

※めざす成果１－１－１「一人ひとりが健康づくりに取り組み元気で暮らしている」における
　自治会に関連する意見の再掲
■シニアクラブや自治会について、シニアクラブに６０歳代が入会しにくい状況にある、シニアクラブ
の新規会員が少ないことで活動内容が硬直化する可能性がある、自治会の役員のなり手が少ないといっ
た課題に対しては活動者数を増やし、活動を活発化することが有効です。そのためには、シニアクラブ
会員以外の高齢の方も参加できるイベントを開催する等、これまでの発想を転換し、それぞれの活動内
容をより魅力的になるように見直すことが必要と考えます。加えて、その成果を把握するために、シニ
アクラブや自治会が実施するイベント等への参加者数等を成果を計る主な指標に設定することが適当と
考えます。
■シニアクラブや自治会のように始めから地域を限定することなく、市全体を対象として共通の趣味を
持つ人がつながる仕組みを構築する、自治体によるイベント等を増やしてシニア世代の新たな居場所を
提供する等により、新たなコミュニティを生み出し、そこから新たな地域のつながりもできる可能性が
あると考えます。
■自治会と地域住民をつなぐためには、自治会の仕組みは災害時の共助の観点から重要であることを理
解してもらう、地域住民のスキルとニーズのマッチングを行った上で自治会への入会を依頼する（自治
会への加入は強制しない）といった新たなアプローチも有効と考えます。

７７，８６６人 ７５，３００人 ７８，３００人

②
市からのボランティア
情報の提供者数

１５５人 １３０人 ９６人 ３人

③
ベテルギウス（本館）
年間来館者数

－ １３９，０４１人 ５８，１４５人

２２５人 ２７１人

６，６４３人 １７，０７３人 １７，４０２人

②
自治会への加入世帯割
合

６６．１％ ６４．８％ ６２．７％

③
コミュニティセンター１館当た
りの年間平均利用者数

１６，４１７人 １３，２９９人 ３，２１６人

成果を計る主な指標

前期基本計画期間（Ｒ１～Ｒ５年度）

計画当初値

①
地域活動に参加してい
る市民等の割合

２４．３％ ２０．４％ ２９．３％ ３１．３％

実績値
（Ｒ１）

実績値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ３）

中間目標値
（Ｒ３）

最終目標値
（Ｒ５）

令和４年度 施策評価（二次評価） 令和２年度　施策の進行管理に対する意見（令和元年度分）

個別目標を達成するための施策展開（ロジックツリー）

８－２ まちのにぎわいと地域経済の振興を図る

健康領域 社会の健康

基本目標 ８ 市民の活力があふれるまち

８－３ 地域活動・市民活動を活発にする

個別目標

８－１ 互いに認め合う社会をつくる

８－３－１
地域の活動が活発に行わ
れ、絆が深まっている

８－３－２－２
市民の主体的な市民活動を支援す
る

個別目標 めざす成果 施策の展開

８－３
地域活動・市民活動を活発に
する

８－３－１－１
自治会などの地域組織の充実、活
性化を図る

８－３－２－１
誰もが市民活動に参加しやすい環
境をつくる

８－３－２
公共を担う市民や事業者が
増えている
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